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吉田 誠

バブルの崩壊以降、日本の雇用制度は、「リストラ」という名の人員削減を伴いながら、様々な「改革」が実施

されてきた。周知のように、この改革の中では「終身雇用」や「年功序列」という従来の雇用慣行からの脱却が

大きな柱となっている。しかし、脱日本的雇用慣行の主張は今に始まったわけではない。70年代の第一次、第二
次オイルショック、80年代の円高不況など、危機に直面するたびに終身雇用や年功序列からの脱却の必要性が唱え
られてきたことは知っておくべきであろう。

では 90年代の雇用制度の改革の特徴はいったい何であろうか。従来の改革との違いは何であろうか。多々ある
違いの一つに、この間の「改革」がホワイトカラーの人事処遇にメスを入れている点にあるのではなかろうか。従

来の改革が、主として製造部門を中心とした合理化であり、それは「乾いた雑布から絞り出す」と言われるような

コスト削減策や減量化がとられ、QCサークルや改善活動などを通して現場技能員に対する能力主義が徹底され
た。それに対して今時の改革の対象となっているのは主としてホワイトカラーの働き方である。

ホワイトカラーの働き方を効率化・合理化しなければならないという考え方を支えているのは、互いに密接に

関連しているであろう二つの認識である。

第一に、産業構造の変化がホワイトカラーの仕事を重要な領域にしているという認識である。90年代における
IT産業を想起するまでもなく、情報化やソフト化といった社会変化の中で、高い付加価値を生み出すのはもはや
製造部門ではなく、高度な専門性をもった研究・開発、製品企画、ディーリングといったホワイトカラー部門の仕

事である。この領域での優劣が企業の利益に関わってくるという観点からホワイトカラーの働き方の効率化が主

張されるようになったのである。それは日本の強さと言われてきた製造現場におけるインクリメンタルな改善の

あり方に対して、高度に専門化された知識に基づくイノベーションが再度強調されるようになったということで

もある。

他方で、製造現場と異なり、間接部門を担うホワイトカラーの仕事は生産性を計測することが難しく、その結果

を把握しにくい。このために、これまで合理化が及ばず、「ぬるま湯」的な働き方が蔓延しているのではないかと

いう認識も生じていた。その裏では、サービス残業や長時間労働がはびこり、過労死という不幸な事態が誰に起

こってもおかしくない働き方となっているが、しかし上記のような認識に立つならば、ホワイトカラーに求めら

れているのは結果であり、就業している時間ではないということになろう。いわば、努力や残業が求められている

のではなく、最終的な結果を出すことが重要なのだという主張がされるようになってきた。

要するに、ホワイトカラーの仕事とはこれまで以上に重要になっているかかわらず、しかし旧態依然とした管理

しかできていないという認識が、ホワイトカラーの人事処遇制度の改革を促しているのである。そして具体的に

は、目標管理制度（MBO）や年俸制、成果主義賃金の導入、裁量労働制の対象拡大など制度「改革」が進められ
ている。この改革の背後には総額人件費の削減という隠れた意図があることも見落とすわけには行かないが、し

かし他方で、これらの改革がホワイトカラーの働き方や意識を変えていこうというベクトルをもっていることも

否めない。また近年伝えられているワークシェアリングの問題も気になるところである。ホワイトカラーを取り

巻く制度の変化は、その中での働き方をどのように変えているのであろうか。

以上のような問題関心をもって、現２年ゼミ生には、今後１年をかけて曲がり角に立つ日本のホワイトカラーの

働き方や生活の現状を調査する共同研究を行うことを提起したい。彼・彼女らが直面している雇用管理の変化はど

のようなものであり、それにどのように対処し、どのように感じているのかを、OB、OG等へのインタビュー調
査も視野に入れながら明らかにすることを目標とする。そのためにこの春合宿では、まず現在のホワイトカラー

の状況に関する先行研究を読んでもらい、何が問題となっており、どのような質問項目を考えればよいのかを学ん

でもらいたい。



予定

• 春合宿：文献研究

• 前期：文献研究および質問項目の設定

• 夏休み：インタビュー

• 夏合宿：インタビュー結果の報告

• 冬学期：補足調査及び報告書作り
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